
ⅠⅩ 船員労務のコミュニケーション  

管理に関する研究  

目  次   

A コミュニケドション管理機構の  

ケーートの補正をおこなった。   

3．調査の対象と時点   

調査の対象は，中核6祉海務部（船員部）で  

あり，調査の崎ノさ、（は昭和43年7月である。   

4．・一般的コミュニケ←ション手段の実態  

（目次のみ）   

a）下向コミュニケ←ション手段   

］）新規採用にあたって   

2）職務昇進にあたって   

：i）配乗にあたって  

4）社内教育  

l））上向コミュニケ←ション手段   

1）提案制度について  

2）相談制度について  

3）職場委員・船員親睦会について  

4）労務委員会。船員親睦会総会について  

5）意見調査・甘己申告制塵などについて   

C）水平コミュニケ【ション手段   

1）社内について  

2）船内について  

3）そ の 他   

5．コミ。tニケーション管理手段の実態   

「中核6杜におけるコミュニケーションから  

みた労務管理の尖態刑査」の結果から，会社が  

船員の労務管理のうえで，より精粗拘な政策を  

打ち糾すにあたって，船員の意志沢定や娃度変  

容を期待し，逆に会社が船員の意志や態度を摂  

取して，労務管理の改善方向を見い川そうとす  

る意味での，コミコ．ニケトーション管理手段を整  

理する。   

このコミュニケーション管理は，いずれにし  

ても上向，下向コミュニケ「一一ション過程をっね  

に含んでいるので，ことさらに分類せず，さし  

あたって－▲括して扱う。また，会社記名入りで  

実態調査  

B 海陸間コミ。′．ニケ′－ション状況の  

C 船内コミ。∫、ニケーーションの  

実態調査  

D 調査研究のまとめと今後の課題‥‥‥132   

A コミュニケーーション管理機構の宍態調査  

1．調査の［1的   

海運会社において，会社と船員がもつコミュ  

ニケ【ションは，きわめて広範囲にかつ多様に  

行なわれている。そして，船舶と船員とが管理  

部門より場所的に離れ，船舶が公生活と私生活  

の混合した“場”となっているところから，コ  

ミュニケドシご1ンの困排煙と露要性は，つねず  

ね強調されてきた。   

そこで，船員の労務管理のうえでのコミュニ  

ケ【ションは，どのような手段でおこなわれて  

いるか，そしてそれが「▼管理」としてどのよう  

におこなわれているかを，まずあきらかにする  

必要がある。   

2．調査の方法   

日本経営者団体連盟が定期的に実施している  

「労務管理諸制度調査．」などを参考にし，アン  

ケート「一▲中核6祉におけるコミュニケ←－・ション  

からみた労務菅野の実態調教jを作成した。ま  

ず，中核6社において担当部門の責任者のアン  

ケ←トの記入がおこなわれた。ついで，各社に  

おいて誹峨貝がそれら賀佳肴と面接して，アン  
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